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第
９
回 

中
学
生
議
会
15
人
が
要
望
！

疑問・質問を執行部に投げ掛ける子ども達

安心な 町へ

充実を設備の

早急に 対応を

明るい 未来を

豊かな 町へ

わたし達の

とどけ！！

わたし達の

とどけ！！
声声

将来に希望の光を! わたし達が町を動かす

おく   はら そう　 や



第
３
回 

定
例
会
（
９
月
議
会
）

令
和
７
年

令和７年 第３回 定例会
　９月に開催された定例会は、９月８日（月）～26日（金）までの19日間の会期で開催致しました。今回は
報告２件、議案９件（議案第34号～42号）認定５件（認定第１号～５号）、陳情５件、議員提出議案１件を
審議しました。９月定例会は決算審議であり、認定５件においては各委員会で慎重審議されています。
　審議の結果、議案９件、認定５件、議員提出議案１件は全て賛成多数で可決。陳情４件については採択、
１件は閉会中の継続調査及び審査となっております。

◎ 議案審議と議決結果

令和７年度 与那原町立小中学校電子黒板整備事業物品購入契約について

与那原小学屋内運動場・幼稚園大規模改修工事請負契約について

与那原町防災行政無線屋外子局等更新工事請負契約について

令和６年度 与那原町下水道事業会計の決算に伴う剰余金の処分について

令和６年度 与那原町水道事業会計の決算に伴う剰余金の処分について

令和７年度 与那原町一般会計補正予算（第３号）

令和７年度 与那原町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

議案第34号

議案第35号

議案第36号

議案第37号

議案第38号

議案第39号

議案第40号

議案第41号

議案第42号

与那原町職員の育児休暇に関する条例及び与那原町職員の勤務時間、休暇
等に関する条例の一部を改正する条例

行政手続における特定の個人を識別する為の番号の利用等に関する法律に
基づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例

全
て
賛
成
多
数
で
可
決

事件番号 結果事　　　　件　　　　　名

（９月議会）

報告
議案

陳情

第４号
第５号 

令和６年度 沖縄県町村土地開発公社事業報告及び決算報告
令和６年度 決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の報告

第４号
第５号

第５号
第４号

第６号
第７号

「30人以下学級早期完全実現」のための意見書採択を求める陳情
「義務教育費国庫負担堅持及び及び２分の１復元」のための意見  
書採択を求める陳情
「地元産品奨励及び地元企業優先使用」について（要請）
「県産品の優先使用」について（要請）

第８号

第４号

夜勤規則と大幅増員で安全・安心の医療・介護の実現を求める
陳情

「30人以下学級の早期・完全実現」のための意見書

第５号「義務教育費国庫負担拡充」及び教育条件整備のための意見書

◎４件が正式に決定しました

◎継続調査及び審議が必要

委員会
提出議案

採択

継続

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 

（
令
和
７
年
12
月

・
１
４
７
号
）
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議員提出議案第５号

第
３
回 

定
例
会
（
９
月
議
会
）

令
和
７
年

【提案理由】
　与那原町議会会議規則第２条第１項には「議員は、事故のため出席出来ないときは、その理由を付
け、当日の開議時刻までに議長に届け出なければならない」とあり、第２項には「議員が出産のため出席
できないときは、あらかじめ議長に欠席届を提出することができる」のみ定められており、産休、育休、介
護休の規則が不十分である。
　令和３年、標準町村議会会議規則が改正され、全国的に議員の産休、育休、介護休が認められている
が、与那原町議会には明確な規定がない。
　議員活動と家庭生活との両立支援を始め、男女の議員が活動しやすい環境整備の一環として、出産、
育児、介護など議員として活動するに当たっての諸要因に配慮するため、議会の欠席事由を整備すると
ともに、出産については母性保護の観点から、産前、産後の欠席期間を明確化し、安心して議員活動を継
続し、町政の発展に寄与できるように改正する。
　よって与那原町職員と足並みを揃え、「産前８週、産後８週」また、育児、介護休を明記することとする。

　　　　　　与那原町議会議長　当真　聡　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 提出者：相羽としえ

賛同者：志村幸司、舩谷政喜

与那原町議会会議規則の一部改正ついて（一部抜粋）

建設文教委員会総務財政委員会
 志村・仲里議員
脱炭素事業について町民が納得する説
明が必要。また、これまでの執行率と令
和９年度までの見通しは。
 企画政策課
町と一緒に取り組み、民間が利益を求め
るではなく町民に還元していく事業。現
行39億7078万で執行率は10.78％。見
通しは現時点で正直申しあげられない。

脱
炭
素
事
業
に
つ
い
て

　

町
民
が
納
得
い
く
説
明
を

総務財政委員会
 相羽議員
防災非常用食料など
一般的に人口の10～15％の備蓄が必要
だがいかほどか。

 生活環境安全課
人口の５％で３食３日分の13,312食を備
蓄。５年スパンで見直しがあるのでその
際に検討する。

防
災
の
備
え
に

　

備
蓄
の
再
確
認
を

総務財政委員会
 新垣議員
地域活性化企業人制度の効果は。
次年度も活用できないか。

 企画政策課
昨年度は、脱炭素事業に関して営業管理
シートの見える化や伝わりやすいチラシ
作成、配布など担当し問い合せも増え
た。今年度は採用を見送ったが、今後検
討していく。

即
戦
力
人
材
の
確
保
で

　

地
域
活
性
化
に
繋
げ
よ
う

常任委員による質疑・討論
ココが

気になる

９月の定例議会で、総務財政常任委員会・建設文教常任委員会による質疑・討論が行われました。

 諸見里議員
下水道事業の借金と今後の借金につい
て事業を進めるうえでどう考えているか。

 上下水道課
まずは、補助金と企業債を活用して下水
道整備を進めていき、最終的に整備率、
接続率ともに100％を目指していく。その
後、使用料収入などをもって返済してい
く。

下
水
道
事
業
の
負
債
を

　

ど
の
よ
う
に
返
済
す
る
か

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 

（
令
和
７
年
12
月

・
１
４
７
号
）
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脱
炭
素
先
行
事
業
の　

　
　

取
り
組
み
強
化
を

Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
に
向
け
た

　
　

活
動
促
進
を

リサイクルの仕組みづくりが
急がれる太陽光パネル

務
局
や
沖
縄
県
と
共
に
考
え
て
い
き
た

い
。温
暖
化
対
策
は
待
っ
た
な
し
の
状

況
の
た
め
、さ
ら
に
周
知
を
強
化
し
て

い
く
。

す
べ
き
状
態
な
た
め
、早
急
に
出
来
る

こ
と
は
や
っ
て
い
き
た
い
。

山
城
学
校
教
育
課
長　

現
状
が
ど
う

な
っ
て
い
る
か
、詳
細
を
確
認
の
上
ど
の

よ
う
に
広
げ
る
か
検
討
し
た
い
。

質
問　

今
後
の
取
り
組
み
を
説
明
頂
き

た
い
。国
が
企
業
に
よ
る
太
陽
光
パ
ネ

ル
処
分
の
法
制
化
を
断
念
し
、地
中
埋

め
込
み
の
増
加
が
危
惧
さ
れ
て
い
る

が
、推
進
に
影
響
が
出
な
い
か
。ま
た
、

脱
炭
素
の
取
り
組
み
を
後
退
さ
せ
る
方

針
を
打
ち
出
す
大
国
が
出
て
き
た
。周

知
の
強
化
が
必
要
で
は
。

安
慶
田
企
画
政
策
課
参
事　

在
宅
し
て

い
る
夕
方
に
個
別
訪
問
を
実
施
。お
客

様
と
の
接
点
を
増
や
す
た
め
イ
ベ
ン
ト

活
用
を
引
き
続
き
推
進
、ま
た
、今
後

は
動
画
を
作
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
て
周
知
を
行

う
。パ
ネ
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
リ
ユ
ー
ス

は
必
須
と
考
え
て
お
り
、沖
縄
総
合
事

質
問　

大
麻
に
よ
る
事
件
が
若
者
を
中

心
に
増
え
て
い
る
が
、周
知
策
は
考
え

て
い
る
か
。標
語
を
募
る
な
ど
町
民
自

ら
動
く
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
。ま

た
、学
校
で
高
学
年
に
絞
っ
て
実
施
し
て

い
る
講
話
の
対
象
学
年
を
拡
大
で
き
な

い
か
。

照
屋
健
康
保
険
課
長　

健
康
面
や
違

法
性
を
含
め
、健
康
保
険
課
、教
育
委

員
会
、生
活
環
境
安
全
課
等
、関
係
各

課
で
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

標
語
は
次
年
度
６
月
の
国
際
麻
薬
乱

用
撲
滅
デ
ー
に
併
せ
て
実
施
し
た
い
と

思
う
。た
だ
し
、報
道
を
見
る
と
憂
慮

質問
答弁

関
係
部
署
で
連
携
し
周
知
に
取
り
組
ん
で
い
く ―
 

健
康
保
険
課
長

年
を
機
会
と
捉
え
、関
連
自
治
体
協
働

で
国
に
働
き
か
け
て
は
ど
う
か
。

饒
平
名
企
画
政
策
課
長　

那
覇
市
で

計
画
が
進
む
Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
、南
風
原
町
と

の
町
境
ま
で
来
る
と
い
う
こ
と
で
、両
者

と
も
に
前
向
き
に
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

照
屋
町
長　

鉄
軌
道
に
比
べ
る
と
格
安

で
で
き
る
こ
と
や
、便
利
さ
、定
時
性
等

を
含
め
た
そ
の
良
さ
を
わ
か
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
も
、フ
ィ
ー
ダ
ー
交
通
よ
り

先
に
や
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。様
々

な
機
会
を
捉
え
て
、那
覇
市
、南
風
原

町
、与
那
原
町
の
３
首
長
で
要
請
等
も

今
後
考
え
て
い
き
た
い
。

危
険
薬
物
の
周
知
を
強
化
す
る
対
策
は
考
え
て
い
る
か

答弁

一
般

質

問

９
月
定
例
会

志 村 幸司
し　　むら　 こう　 じ

 議員

質
問　

導
入
検
討
に
向
け
た
那
覇
市
や

南
風
原
町
と
の
連
携
の
状
況
は
。ま
た
、

昨
年
12
月
議
会
に
て
町
長
は
、戦
後
、国

は
本
土
で
は
い
ち
早
く
鉄
道
を
整
備
し

た
。沖
縄
も
本
来
は
国
が
全
額
補
償
す

べ
き
と
考
え
て
い
る
と
述
べ
た
。戦
後
80

フ
ィ
ー
ダ
ー
交
通
と
は…

 

幹
線
交
通
網（
鉄
道

や
高
速
バ
ス
な
ど
）と
接
続
し
、そ
こ
へ
利
用
者

を
運
ぶ
役
割
を
担
う「
支
線
」と
な
る
公
共
交
通

の
こ
と
で
、沖
縄
県
も
ゆ
い
レ
ー
ル
を
起
点
と
し

た
同
交
通
の
導
入
可
能
性
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

駐輪場やバスとの連動で
移動が楽になる

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 

（
令
和
７
年
12
月

・
１
４
７
号
）
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2024年４月大見武集落センター避難場所状況

2025年７月大見武集落センター避難場所状況

の
確
認
な
ど
、避
難
場
所
の
開
設
の
訓

練
に
も
な
る
と
思
う
が
。

吉
野
生
活
環
境
安
全
課
長　

基
本
的

に
は
自
主
防
災
組
織
の
ほ
う
で
避
難
訓

練
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、町

と
し
て
も
避
難
困
難
区
域
と
し
て
考
え

ら
れ
る
東
浜
地
区
に
つ
い
て
は
、共
同
で

実
施
で
き
る
よ
う
今
後
、話
し
合
い
を

持
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

区
内
放
送
し
て
く
だ
さ
い
。」と
の
依
頼

が
あ
っ
た
。大
見
武
集
落
セ
ン
タ
ー
も

避
難
場
所
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、避
難
の
放
送
依
頼
が

あ
っ
た
こ
と
に
と
て
も
が
っ
か
り
し
た

が
、そ
の
点
は
ど
う
思
う
か
。

吉
野
生
活
環
境
安
全
課
長　

昨
年
４

月
の
津
波
避
難
警
報
の
際
は
、津
波
到

達
予
想
時
間
が
短
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、担
当
課
職
員
と
支
援
に
入
っ
た
他

課
の
職
員
と
手
分
け
を
し
て
放
送
依
頼

を
行
っ
て
い
た
。そ
の
際
、大
見
武
集
落

セ
ン
タ
ー
が
避
難
場
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
把
握
し
て
い
な
い
支
援
の
職
員

が
、上
の
森
か
な
ち
ホ
ー
ル
の
避
難
所

開
設
に
避
難
す
る
よ
う
に
と
、連
絡
を

入
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
大
変
申
し
訳

な
く
思
っ
て
い
る
。

質
問　

与
那
原
町
主
催
の
東
浜
地
域

の
避
難
訓
練
を
日
曜
日
に
で
き
な
い

か
。日
曜
日
に
家
族
で
避
難
場
所
ま
で

の
所
要
時
間
や
避
難
通
路
の
確
認
な
ど

話
し
合
っ
て
欲
し
い
。日
曜
日
に
訓
練

を
実
施
す
れ
ば
、町
職
員
の
連
絡
系
統

質
問　

津
波
警
報
と
注
意
報
の
対
処
の

違
い
は
何
か
。

吉
野
生
活
環
境
安
全
課
長　

津
波
警

報
は
安
全
な
場
所
や
高
台
等
へ
避
難
す

る
よ
う
指
示
す
る
。津
波
注
意
報
は
、

海
岸
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
海
辺
に
対

す
る
注
意
喚
起
を
促
す
。そ
れ
ぞ
れ
の

内
容
で
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等

で
も
通
知
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　
２
０
２
４
年
４
月
の
避
難
警
報

の
と
き
に
、町
職
員
か
ら
私
の
携
帯
に

電
話
が
あ
り
、「
か
な
ち
ホ
ー
ル
が
避
難

場
所
に
な
っ
て
い
る
の
で
、大
見
武
区
民

も
か
な
ち
ホ
ー
ル
に
避
難
す
る
よ
う
に

町政へここが聞きたい！

質問
答弁

エ
リ
ア
メ
ー
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
で
通
知
し
て
い
る ―
 

生
活
環
境
安
全
課
長

津
波
警
報
・
注
意
報
と
る
べ
き
行
動
を
早
急
に
指
示
を

一
般

質

問

９
月
定
例
会

町 田 元 利
まち     だ    もと     とし

 議員

避
難
所
・
避
難
場
所
の
数
及
び
管
理

者
の
連
絡
先

与
那
原
町
職
員
の
休
日
の
連
絡
体
制

７
月
30
日
の
津
波
注
意
報
時
の
各
避

難
場
所
の
状
況

２
０
２
４
年
４
月
の
津
波
警
報
の
反
省
点

大
見
武
集
落
セ
ン
タ
ー
へ
の
避
難
訓

練
の
実
施

津
波
警
報
・
注
意
報
解
除
後
の
反
省

会
の
実
施

与
那
原
小
学
校
生
徒
教
職
員
の
避
難

場
所
の
徹
底

東
浜
区
域
に
避
難
経
路
の
区
分
け

避
難
場
所
の
災
害
対
策
費

東
浜
球
場
セ
ン
タ
ー
側
に
あ
る
交
差

点
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
化

そ
の
他
の
質
問

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 

（
令
和
７
年
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月

・
１
４
７
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）
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広
島
市
を
手
本
に

平
和
の
伝
承
と
発
信
を

具
志
堅
福
祉
課
長　

現
在
、県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
の
中
に
、条
例
と
支
給

審
査
委
員
会
の
設
定
が
あ
る
。必
要
で

あ
れ
ば
対
応
し
て
い
く
。支
給
期
限
の

時
効
は
な
い
。

質
問　

小
中
学
校
に
防
災
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
あ
る
の
か
。

大
浜
教
育
指
導
主
事　

町
全
体
の
合

同
避
難
訓
練
は
あ
る
。今
後
は
避
難
行

動
の
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
る
な
ど

意
識
改
革
に
努
め
た
い
。

提
言　

北
九
州
市
の
危
機
管
理
課
に

聞
き
取
り
を
し
た
と
こ
ろ
、今
年
度
か

ら
小
中
高
大
学
と
連
続
性
の
あ
る
授
業

を
行
い
、学
ん
だ
後
は
人
に
伝
え
る
と

い
た
の
か
。

吉
野
生
活
環
境
安
全
課
長　

各
施
設

に
連
絡
し
て
お
ら
ず
、指
示
ま
で
至
っ
て

い
な
い
。

提
言　

事
実
、駅
舎
に
は
学
童
が
多
数

避
難
し
て
き
て
対
応
に
困
惑
し
た
。

ル
ー
ル
を
決
め
て
連
絡
を
密
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

質
問　

罹
災
証
明
書
を
申
請
す
る
為

の
必
要
書
類
が
、本
町
は
罹
災
場
所
の

位
置
図
、写
真
、見
積
り
と
あ
る
が
、内

閣
府
は
写
真
も
見
積
り
も
必
要
な
い
と

し
て
い
る
。ま
た
、申
請
用
紙
の
統
一
化

も
通
知
さ
れ
て
い
る
が
。

吉
野
生
活
環
境
安
全
課
長　

内
容
を

確
認
し
て
必
要
に
応
じ
て
修

正
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

質
問　

令
和
６
年
９
月
、災
害

関
連
死
の
認
定
遅
れ
、不
利
益

に
な
ら
な
い
よ
う
、県
か
ら
条

例
制
定
及
び
審
議
会
の
設
置

を
進
め
る
よ
う
と
通
知
が
来

て
い
る
。本
町
の
状
況
は
。ま
た

申
請
の
期
限
は
。

質
問　

７
月
30
日
、カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半

島
地
震
に
よ
る
注
意
報
で
、警
報
で
は

な
い
た
め
役
場
の
対
応
が
バ
ラ
バ
ラ

だ
っ
た
。令
和
７
年
７
月
内
閣
府
防
災

担
当
が
発
表
し
た
災
害
救
助
法
の
概

要
に
は「
生
命
、身
体
へ
の
危
害
ま
た
は

お
そ
れ
が
生
じ
た
場
合
、既
に
救
助
を

必
要
と
す
る
者
に
対
し
て
も
積
極
的
に

救
助
を
行
う
」と
あ
る
が
。

吉
野
生
活
環
境
安
全
課
長　

今
後
は

警
報
、注
意
報
問
わ
ず
、全
庁
体
制
で

強
化
に
努
め
た
い
。

質
問　

指
定
管
理
の
観
光
交
流
施
設

や
駅
舎
な
ど
と
の
連
携
は
ど
う
な
っ
て

質問
答弁

全
庁
体
制
で
情
報
共
有
し
強
化
に
努
め
る―

 

生
活
環
境
安
全
課
長

い
う
両
輪
で
意
識
改
革
を
し
て
い
る
。

見
本
に
し
て
欲
し
い
。

災
害
救
助
法
で
は「
お
そ
れ
」で
も
救
助
を
行
う
と
あ
る
が

答弁

一
般

質

問

９
月
定
例
会

相羽としえ
あい  ば

 議員

質
問　

９
月
に
恒
久
平
和
に
貢
献
す
る

万
国
津
塗
梁
会
議
が
あ
り
、戦
争
の
な

い
社
会
構
築
の
た
め
に
小
中
高
校
で
平

和
学
習
の
充
実
を
掲
げ
て
い
る
。本
町

の
取
り
組
み
は
。

大
浜
教
育
指
導
主
事　

動
画
並
び
に

「
与
那
原
町
史
戦
時
記
録
編
・
与
那
原

町
の
沖
縄
戦
」で
事
実
を
学
び
、小
中
高

校
と
一
貫
し
て
体
系
的
に
な
る
よ
う
、

今
で
き
る
平
和
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

小学１年～高校まで成長に合わせた教材
「ひろしま平和ノート」を有識者・教育委員会等で作成

大
学
生
が
小
学
生
に
防
災
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
意
識
付
け
を
す
る

　（
北
九
州
市
）

世界の恒久平和の実現に向け、
児童・生徒に平和学習の取り組みを

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 
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防
災
行
政
無
線
の

　
　
　
　
有
効
活
用
を

ご
み
減
量
の

　
　
取
り
組
み
強
化
を

ま
ち
の
緑
化
推
進
は

街路樹を
増やし

緑ゆたか
な町へ

資源ごみの分別で
減量対策を!

マットレスのスプリングを１つずつ抜く作業員

町政へここが聞きたい！

一
般

質

問

９
月
定
例
会

知 念 正 成
ち　  ねん   まさ   なり

 議員

質
問　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
今
年

度
８
月
ま
で
の
実
績
と
、今
後
の
目
標

額
に
向
け
て
の
新
た
な
戦
略
は
。

桑
江
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

令
和
７
年

４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
寄
付
額
は
３
６

０
５
万
６
０
０
０
円
で
前
年
度
と
比

較
し
て
１
・
２
倍
と
な
っ
て
い
る
。企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
は
２
０
０
万
円
。令

和
７
年
７
月
１
日
よ
り
、地
域
活
性
化

企
業
人
制
度
を
活
用
し
、返
礼
品
の
新

規
営
業
、ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
整
備
及

び
リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
戦
略
等
を
実
施

し
て
い
る
。

照
屋
町
長　

視
察
に
伺
っ
た
泉
佐
野
市

質問
答弁

返
礼
品
の
新
規
営
業
、リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
戦
略
等
を
実
施
し
て
い
る ―

 

ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

「
ふ
る
さ
と
納
税
」目
標
額
達
成
に
向
け
て
の
戦
略
は

で
は
総
務
省
と
や
り
取
り
を
し
な
が
ら

返
礼
品
を
工
夫
し
、２
０
０
億
円
超
の

ふ
る
さ
と
納
税
を
得
て
い
る
。与
那
原

町
も
魅
力
あ
る
返
礼
品
の
工
夫
、広
報

の
発
信
の
仕
方
や
新
た
な
人
材
も
採
用

し
、５
億
円
を
目
標
に
努
力
す
る
。

質
問　

町
の
公
共
事
業
に
お
け
る
緑
化

推
進
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
を
し

て
い
る
か
。

金
城
ま
ち
づ
く
り
課
長　

公
共
事
業
に

お
い
て
、可
能
な
限
り
樹
木
等
の
植
栽

を
施
工
し
て
お
り
、令
和
５
年
度
に
は

一
括
交
付
金
を
活
用
し
、板
良
敷
沿
岸

線
に
ビ
ロ
ウ
と
マ
ニ
ラ
ヤ
シ
の
植
樹
。

浜
田
公
園
及
び
板
良
敷
公
園
に
シ
ー

ク
ヮ
ー
サ
ー
の
苗
を
植
え
る
予
定
。

質
問　

防
災
行
政
無
線
の
利
用
方
法

と
対
応
は
。

吉
野
生
活
環
境
安
全
課
長　

防
災
行

政
無
線
の
内
規
で
12
項
目
あ
り
、主
に

町
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
に
関
す
る
こ

と
、不
審
者
情
報
・
振
り
込
み
詐
欺
等

及
び
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
事
項

と
な
る
。ま
た
、国
が
発
信
す
る
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
も
あ
り
、避
難
勧
告
及
び
地

震
・
避
難
訓
練
時
に
ど
の
よ
う
に
使
用

す
る
か
検
証
し
た
い
。注
意
報
に
つ
い
て

は
緊
急
速
報
エ
リ
ア
メ
ー
ル
で
周
知
を

行
い
、そ
の
後
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
用
す
る
。

質
問　

東
部
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
の
ご

み
減
量
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

吉
野
生
活
環
境
安
全
課
長　

ご
み
処
理

施
設
の
見
学
、小
学
校
へ
の
出
前
講
座

な
ど
を
通
し
、啓
発
活
動
を
実
施
す

る
。地
域
全
体
で
、よ
り
多
く
の
ご
み
減

量
対
策
が
で
き
る
よ
う
情
報
発
信
の
強

化
に
努
め
る
。リ
サ
イ
ク
ル
販
売
所
の

設
置
に
つ
い
て
は
、今
後
で
き
る
か
の
検

証
が
必
要
か
と
思
う
。

照
屋
町
長　

現
在
、与
那
原
町
も
補
助

金
を
拠
出
し
、広
域
で
新
た
な
ご
み
焼

却
施
設
を
計
画
し
て
い
る
。

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 

（
令
和
７
年
12
月

・
１
４
７
号
）

7



町
民
と
の
信
頼
関
係
を

第
一
に
考
え
よ
う

隠
れ
教
育
費
と
は…

 

授
業
料
以
外
に
保
護
者

が
負
担
す
る
費
用
。学
校
生
活
を
送
る
上
で
、

学
校
の
行
事
等
で
使
わ
れ
る
見
え
に
く
い
給
食

費
や
運
動
会
費
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、修
学
旅
行
費
な

ど
が
含
ま
れ
る
。

制
服

体
操
着
、上
履
き

絵の具セット

ランドセル
学校教材

鍵盤ハーモニカ

「隠れ
教育費

」支援で

保護者
の負担

を軽減！

町
民
の
意
見
に
耳
を
傾
け

信
頼
関
係
を
築
こ
う
！

保
護
者
負
担
の
隠
れ
教
育
費《
例
》

質問
答弁

学
校
で
使
う
教
材
な
ど
の
再
利
用
の
あ
り
か
た
を
考
え
る ―

 

学
校
教
育
課
長

答弁

一
般

質

問

９
月
定
例
会

諸見里史子
もろ み   ざと  ふみ  こ

 議員

保
護
者
負
担
の「
隠
れ
教
育
費
」に
支
援
を

【
お
詫
び
と
訂
正
】

議
会
だ
よ
り
第
１
４
６
号（
４
ペ
ー
ジ
）の
掲
載
内

容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

誤
↓
不
妊
治
療
助
成
金
３
年
間
で
99
人
が
活
用

正
↓
不
妊
治
療
３
年
間
で
99
人
が
受
け
る

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
際
、三
角
巾
の
設
置
を

親
川
の
浄
化
に
浄
化
機
ポ
ン
プ
の
設
置
を

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
現
状
は

町
民
ラ
ウ
ン
ジ
を
学
生
の
ス
ペ
ー
ス
に

町
外
の
高
校
に
通
学
す
る
バ
ス
等
の

移
動
費
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

質
問　

隠
れ
教
育
費
と
は
な
に
か
、そ

の
定
義
や
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
伺

う
。

山
城
学
校
教
育
課
長　
「
隠
れ
教
育

費
」の
定
義
と
し
て
は
給
食
費
、学
校
教

育
に
必
要
な
教
材
や
制
服
な
ど
、保
護

者
が
直
接
購
入
す
る
必
要
が
あ
る
費

用
で
あ
る
。例
え
ば
、制
服
や
体
育
着
、

算
数
セ
ッ
ト
や
ノ
ー
ト
な
ど
の
教
材
、

リ
コ
ー
ダ
ー
や
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど

の
楽
器
も
あ
る
。

質
問　

町
と
し
て「
隠
れ
教
育
費
」を
支

援
す
る
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

山
城
学
校
教
育
課
長　
今
年
度
実
施
し

て
い
る
給
食
費
の
半
額
補
助
、中
学
校

に
お
い
て
は
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

し
、制
服
の
再
利
用
を
進
め
て
い
る
。ま

た
、以
前
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
し
た「
も
っ
た

い
な
い
市
」が
あ
り
、使
わ
な
い
学
用
品

な
ど
を
集
め
、支
援
も
行
っ
た
。

質
問　

再
利
用
と
し
て
、学
校
の
備
品

と
し
て
置
い
て
ほ
し
い
が
。

山
城
学
校
教
育
課
長　

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ

カ
、算
数
セ
ッ
ト
、彫
刻
刀
等
の
リ
サ
イ

ク
ル
、リ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
学
校
側
と
調

整
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

質
問　

住
民
説
明
会
や
町
民
か
ら
の

意
見
を
聞
く
際
に
、町
と
し
て
大
事
に

す
べ
き
こ
と
は
。

岡
総
務
課
長　

特
に
重
要
な
事
項
に
つ

い
て
は
幅
広
く
ご
意
見
を
伺
う
こ
と
。

お
互
い
の
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。２
０
２
６
年
１
月

か
ら
午
前
９
時
〜
を
午
後
１
時
〜
４

時
半
に
変
更
、働
き
方
改
革
に
つ
い
て

各
自
治
会
に
足
を
運
び
町
民
と
対
話

し
て
い
る
。

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 
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緊
急
時
に
子
ど
も
を

　
　
　
預
け
る
施
設
は

災
害
時
に
備
え

出
店
業
組
合
と
協
定
を

町
民
が
静
か
に
使
え
る

　
　
自
習
ス
ペ
ー
ス
を

町政へここが聞きたい！

一
般

質

問

９
月
定
例
会

質
問　

大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
誘
致
に
つ

い
て
県
と
意
見
交
換
が
あ
っ
た
と
の
事
。

本
町
は
ど
の
よ
う
に
回
答
し
た
の
か
。

ま
た
、今
後
も
意
見
交
換
は
あ
る
の
か
。

ホ
テ
ル
建
設
を
考
え
る
な
ら
、稼
働
率

が
上
が
る
よ
う
に
、キ
ッ
ザ
ニ
ア
や
ア
ニ

メ
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
も
近
く
に
あ
る
と

良
い
と
思
う
が
、県
に
働
き
か
け
は
で

き
な
い
か
。

饒
平
名
企
画
政
策
課
長　

観
光
関
連

に
つ
い
て
の
調
整
が
あ
っ
た
。今
後
も
複

数
回
の
意
見
交
換
が
あ
る
と
伺
っ
て
い

る
。次
回
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
整
備
に
関
す
る

与
那
原
町
の
考
え
を
具
体
的
に
示
し
、

質問
答弁

県
は
観
光
関
連
に
つ
い
て
調
整
。今
後
も
意
見
交
換
が
必
要 ―

 

企
画
政
策
課
長

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
整
備
、ホ
テ
ル
の
稼
働
率
が
あ
が
る
施
設
を

舩 谷 政 喜
ふな　 たに　 まさ　  き

 議員

調
整
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
関
し
て
は
総
合
計
画

に
記
載
が
な
い
た
め
、現
在
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

施
設
整
備
を
進
め
て
い
く
協
議
に
な
る
。

照
屋
町
長　

提
案
さ
れ
た
テ
ー
マ
パ
ー

ク
の
件
に
つ
い
て
は
、今
後
委
員
関
係

者
と
の
意
見
交
換
は
可
能
だ
と
思
っ
て

い
る
。

質
問　

子
育
て
し
て
い
る
親
が
夜
間
緊

急
に
子
ど
も
を
一
時
的
に
預
け
な
い
場

合
、ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
か
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　

町
内
で
は

新
島
区
に
認
可
外
施
設
で
の
対
応
が
可

能
と
考
え
て
い
る
。ま
た
、広
域
で
の
施

設
が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。

は
組
合
員
が
お
り
、道
具
も
揃
っ
て
い

る
。炊
き
出
し
も
速
く
被
災
者
に
提
供

で
き
る
と
思
う
が
。

吉
野
生
活
環
境
安
全
課
長　

避
難
所

で
の
炊
き
出
し
な
ど
、沖
縄
県
出
店
業

協
同
組
合
に
避
難
訓
練
へ
の
参
加
協
力

も
含
め
、確
認
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

質
問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で

自
習
す
る
と
、大
ホ
ー
ル
か
ら
の
音
が

聞
こ
え
て
集
中
で
き
な
い
と
の
こ
と
。ま

た
、図
書
館
の
ス
ペ
ー
ス
が
小
さ
い
と
の

こ
と
だ
が
、町
内
に
静
か
に
使
え
る
自

習
ス
ペ
ー
ス
は
な
い
か
。

岡
総
務
課
長　

役
場
の
町
民
ラ
ウ
ン
ジ

は
、開
庁
時
間
で
あ
れ
ば
利
用
も
制
限

は
し
て
い
な
い
が
、要
望
に
こ
た
え
ら
れ

る
か
疑
問
が
生
じ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

与
那
嶺
生
涯
学
習
課
長　

令
和
９
年

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改

修
工
事
の
時
に
提
案
で
き
れ
ば
と
私
自

身
考
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

質
問　

災
害
時
の
炊
き
出
し
な
ど
に
つ

い
て
、沖
縄
県
出
店
業
協
同
組
合
と
協

定
を
結
ん
で
は
ど
う
か
。各
市
町
村
に

※

写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す

※

写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す

※

写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す

学びなが
ら遊べる

キッザニ
ア施設を

！

経験豊富
な

出店業組
合と協力

し

災害時に
迅速に対

応を！

MICEとテーマパークセットでホテルの稼働率を上げる

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 

（
令
和
７
年
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月

・
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４
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大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ  

ホ
テ
ル
併
設
で

来
訪
者
宿
泊
に
よ
る
経
済
効
果
を
！

懸
念
を
ど
う
評
価
し
、ど
の
よ
う
に
県

に
意
見
を
伝
え
て
い
く
の
か
。

饒
平
名
企
画
政
策
課
長　

本
町
と
し

て
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
に
は
ホ
テ
ル
は
必

須
と
考
え
て
お
り
、有
識
者
委
員
会
の

中
で
意
見
を
述
べ
て
い

く
。し
か
し
、県
は
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
施
設
整
備
を
先
行

し
て
進
め
、ホ
テ
ル
誘
致

を
平
行
す
る
こ
と
も
や
む

を
得
な
い
と
考
え
て
い

る
。

質
問　

前
回
応
札
が
不

調
に
な
っ
た
理
由
と
し

て
、事
業
者
か
ら
の
コ
メ

ン
ト
で
は
イ
ベ
ン
ト
開
催

時
以
外
の
ホ
テ
ル
需
要

が
見
込
め
な
い
と
あ
っ

た
。ホ
テ
ル
整
備
を
別
公

募
し
た
場
合
、手
を
挙
げ

る
事
業
者
が
い
る
と
考
え

て
い
る
の
か
。

饒
平
名
企
画
政
策
課
長

　

県
は
有
識
者
委
員
会

計
算
内
容
ま
で
は
辿
り
着
い
て
い
な
い
。

質
問　

施
設
規
模
が
半
分
に
縮
小
す

る
中
、参
加
人
数
や
経
済
波
及
効
果
が

増
加
し
た
妥
当
性
を
本
町
は
ど
の
よ
う

に
検
証
し
た
の
か
。

饒
平
名
企
画
政
策
課
長　

県
が
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
施
設
整
備
に
伴
っ
て
算
出
し
て
お

り
、本
町
と
し
て
は
妥
当
だ
と
感
じ
て

い
る
。

提
言　

本
町
と
し
て
、き
ち
ん
と
確
認

精
査
を
行
い
、そ
の
妥
当
性
が
本
当
に

正
し
い
の
か
を
し
っ
か
り
検
証
し
た
上

で
、町
に
と
っ
て
本
当
に
ふ
さ
わ
し
い
施

設
な
の
か
見
極
め
て
ほ
し
い
。

質
問　

県
が
ホ
テ
ル
併
設
を
必
須
と
し

な
い
場
合
、事
業
者
参
入
の
ハ
ー
ド
ル

が
下
が
り
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
整
備
の
実

現
可
能
性
が
高
ま
る
と
い
う
利
点
が
あ

る
。一
方
、来
訪
者
が
町
外
に
宿
泊
す
る

こ
と
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
の
減
少
、

採
算
性
の
不
安
と
い
っ
た
懸
念
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
、マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区
内

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え

て
い
る
の
か
。ま
た
、こ
れ
ら
の
利
点
と

質
問　

当
初
施
設
よ
り
半
分
に
規
模

縮
小
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、経
済
波
及

効
果
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
前
回
質

問
し
た
際
、本
町
と
し
て
も
そ
の
数
値

的
な
根
拠
、な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
、細
か

く
確
認
精
査
を
し
て
い
く
と
答
弁
さ
れ

て
い
た
が
、そ
の
結
果
を
伺
う
。

饒
平
名
企
画
政
策
課
長　

参
加
人
数

が
77
万
人
か
ら
98
万
人
へ
増
加
し
て
い

る
だ
け
で
な
く
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
主
催
者
の

催
事
件
数
や
開
催
費
用
、一
人
当
た
り

の
消
費
単
価
を
基
に
し
た
総
消
費
額
、

沖
縄
県
産
業
関
連
表
も
10
年
更
新
に

よ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
が
、細
か
い

質問
答弁

細
か
い
計
算
内
容
ま
で
は
辿
り
着
け
て
い
な
い ―
 

企
画
政
策
課
長

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
整
備
で
経
済
波
及
効
果
を
示
す
数
値
は

答弁

一
般

質

問

９
月
定
例
会

仲 里 賢 次
なか　 ざと　けん　 じ

 議員

に
向
け
て
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
を
実

施
し
て
お
り
、調
査
の
結
果
次
第
で
そ

の
辺
も
変
わ
っ
て
く
る
の
か
と
認
識
し

て
い
る
。

The e
conom

ic 

impac
t of a 

MICE 
facility

 

integra
ted

 with a
 hotel

The e
conom

ic 

impac
t of a 

MICE 
facility

 

integra
ted

 with a
 hotel

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 
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学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
ど
う
な
っ
て
い
る

本
町
の
上
下
水
道
事
業
の

安
全
性
と
今
後
の
課
題
は

老朽化が進む与那原町立学校給食センター

町政へここが聞きたい！

質問
答弁

地
権
者
と
の
同
意
取
得
で
進
め
て
行
く ―

 

ま
ち
づ
く
り
課
長

上
与
那
原
地
区
の
都
市
計
画
進
捗
状
況
は

一
般

質

問

９
月
定
例
会

古 堅 亮 吉
ふる　 げん   あき   よし

 議員

質
問　

上
与
那
原
地

区
の
都
市
計
画
の
今

後
の
予
定
と
、不
動

産
鑑
定
の
用
地
価
格

は
い
つ
頃
算
出
さ
れ

る
の
か
。

金
城
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

令
和
５
年
度
か
ら
、

地
権
へ
の
意
向
調
査

を
開
始
し
、基
本
構

想
の
策
定
を
得
て
、

現
在
は
最
終
段
階
と
な
っ
て
い
る
。今

年
度
は
必
要
な
地
権
者
か
ら
の
事
前
同

意
の
取
得
や
、個
別
相
談
の
中
で
買
収

金
額
や
造
成
負
担
金
な
ど
の
金
額
を

提
示
し
な
が
ら
、同
意
取
得
を
進
め
て

い
く
予
定
で
あ
る
。不
動
産
鑑
定
に
つ
い

て
は
10
月
に
は
算
出
さ
れ
、年
内
を
め

ど
に
交
渉
及
び
解
決
方
法
が
あ
る
か

協
議
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

今
年
の
１
月
に
下
水
道
管
の
腐

食
に
よ
る
道
路
陥
没
事
故
が
埼
玉
県

八
潮
市
で
あ
っ
た
が
、本
町
の
下
水
道

管
の
安
全
性
と
水
道
事
業
に
対
す
る
今

後
の
課
題
は
。

比
嘉
上
下
水
道
課
長　

本
町
の
下
水

道
事
業
は
、29
年
が
経
過
し
て
い
る
が
、

埋
設
す
る
下
水
管
は
主
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
管
、硬
質
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管
で
、適
切

な
管
理
に
よ
り
50
年
以
上
耐
え
う
る
管

で
、破
損
を
招
く
ほ
ど
の
劣
化
は
な
く

安
全
だ
と
考
え
て
い
る
。ま
た
、汚
水
管

の
大
き
さ
は
45
セ
ン
チ
で
八
潮
市
の
４
・

７
メ
ー
ト
ル
と
比
較
す
る
と
随
分
小
さ

な
管
と
な
っ
て
い
る
。汚
水
の
接
続
率
が

70
％
と
収
入
自
体
が
少
な
く
、国
が
示

す
１
㎥
当
た
り
の
使
用
料
が
１
５
０
円

の
と
こ
ろ
本
町
は
90
円
程
の
た
め
使
用

料
も
安
い
。今
後
時
期
を
み
て
料
金
の

改
定
等
を
考
え
安
定
し
た
経
営
を
考
え

て
い
き
た
い
。

質
問　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
協
議
会
の

進
捗
状
況
は
。

山
城
学
校
教
育
課
長　

本
事
業
は
、Ｐ

Ｆ
Ｉ
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
あ

り
、現
在
、公
募
に
向
け
て
実
施
方
針
や

要
求
水
準
書
の
作
成
を
行
っ
て
い
る
。ま

た
、用
地
取
得
に
向
け
た
調
整
や
造
成

設
計
な
ど
を
行
う
と
共
に
企
業
へ
の
説

明
会
を
実
施
し
な
が
ら
発
注
に
向
け
た

準
備
を
行
っ
て
い
る
。

仲
宗
根
公
共
施
設
課
長　

地
権
者
が

９
名
お
り
、筆
数
は
14
筆
で
あ
る
。物
件

補
償
、用
地
測
量
、現
地
の
調
査
は
行
っ

て
い
る
が
、用
地
の
価
格
交
渉
が
進
ん
で

い
な
い
状
況
で
あ
る
。

質
問　

地
産
地
消
は
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

山
城
学
校
教
育
課
長　

令
和
６
年
に

作
成
し
た
基
本
方
針
の
中
で
、食
育
及

び
地
産
地
消
の
推
進
を
定
め
て
お
り
、

要
求
水
準
書
な
ど
検
討
し
て
い
く
。ま

た
、両
町
に
活
用
で
き
る
食
材
が
あ
る

か
検
証
し
、さ
ら
に
衛
生
面
や
金
額
な

ど
も
調
整
し
な
が
ら
考
え
る
。

開発が進まない上与那原地区の都市計画

町内の汚水管敷設工事

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 
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保
育
士
の
処
遇
改
善
を

新
た
な
与
原
公
園
の
　

　
　
　
　
有
効
活
用
を

一
般

質

問

９
月
定
例
会

城 間 優 希
しろ　  ま　  ゆう　  き

 議員

質
問　

本
町
と
し
て
、小
・
中
学
校
と

も
に
国
の
カ
ロ
リ
ー
摂
取
基
準
量
を
満

た
さ
ず
、県
の
平
均
摂
取
量
に
も
満
た

な
い
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
お
考
え
か
、今

後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
く
の
か
。

山
城
学
校
教
育
課
長　

予
算
内
で
の

献
立
作
り
を
し
て
お
り
本
結
果
に
な
っ

て
い
る
。子
ど
も
た
ち
の
声
も
含
め
、現

状
を
確
認
し
、残
量
を
減
ら
す
取
り
組

み
も
含
め
、量
、質
共
に
よ
り
良
い
給
食

を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

質
問　

給
食
の
質
や
量
に
満
足
し
て
い

る
か
、児
童
が
使
用
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
等

を
活
用
し
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
れ
な
い
か
。

質問
答弁

残
量
や
児
童
の
声
を
聞
き
、献
立
見
直
し
等
を
検
討
す
る ―

 

学
校
教
育
課
長

国
、県
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
を
満
た
さ
な
い
給
食
を
ど
う
改
善
す
る

答弁

山
城
学
校
教
育
課
長　

エ
ネ
ル
ギ
ー
摂

取
量
に
関
し
て
は
、１
年
間
状
況
を
見

な
が
ら
、子
ど
も
達
か
ら
の
声
を
聴
け

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
、栄
養
教
諭
、

学
校
側
と
も
調
整
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。

質
問　

保
育
士
不
足
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

低
下
の
声
が
あ
る
が
、町
と
し
て
対
策

は
し
て
い
る
の
か
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　

保
育
士
不

足
の
為
、待
機
児
童
が
出
て
き
て
い
る

現
状
が
あ
る
。国
の
正
規
雇
用
化
の
補

助
事
業
や
町
と
し
て
も
、保
育
士
の
就

学
資
金
貸
付
事
業
等
を
創
設
し
、保
育

士
の
確
保
に
努
め
た
り
、今
年
度
よ
り

就
労
促
進
補
助
金
を
創
設
し
、保
育
士

確
保
に
努
め
て
い
る
。

質
問　

認
可
保
育
園
の
非
正
規
雇
用

の
人
数
は
。ま
た
保
育
士
正
規
雇
用
化

促
進
事
業
補
助
金
と
い
う
の
が
あ
る

が
、現
状
は
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　

９
月
１
日

時
点
で
98
名
。令
和
６
年
度
に
つ
い
て

は
補
助
金
交
付
実
績
は
な
い
。

質
問　

軟
式
野
球
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

サ
ッ
カ
ー
の
大
会
等
を
想
定
し
て
る
と

思
う
が
、ど
の
程
度
の
大
会
を
想
定
し

て
る
か
。

与
那
嶺
生
涯
学
習
振
興
課
長　

各
競

2023年度の学校給食エネルギー摂取状況
小学校（８～９歳） 中学校（12～14歳）

（単位：kcal）
国・県・南部４市町Cal比較

（単位：kcal）
国・県・南部４市町Cal比較

国
の
摂
取
基
準
量

沖
縄
県
の
平
均
摂
取
量

糸
満
市

南
城
市

南
風
原
町

与
那
原
町

国
の
摂
取
基
準
量

沖
縄
県
の
平
均
摂
取
量

糸
満
市

南
城
市

南
風
原
町

与
那
原
町

650.0
536.1 547.6 546.9

481.6498.8

830.0

655.9 628.4
691.3 591.4

564.6

※中学校では国基準に約２５０Cal満たない。
　ご飯茶碗大盛り１杯相当

1000

800

600

400

200

0

800

700

600

500

400

300

200

100

0

技
大
会
開
催
に
つ
い
て
は
、施
設
基
準

を
満
た
す
も
の
で
あ
れ
ば
、大
会
レ
ベ
ル

を
問
わ
ず
、積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い

く
予
定
と
し
て
い
る
。

質
問　

Ｊ
Ｄ
リ
ー
グ（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

に
参
加
す
る
チ
ー
ム
よ
り
、本
町
に
て

キ
ャ
ン
プ
や
大
会
が
で
き
な
い
か
、問
い

合
わ
せ
が
あ
っ
た
が
、可
能
か
。

与
那
嶺
生
涯
学
習
振
興
課
長　

与
原

公
園
多
目
的
施
設
を
使
用
し
た
合
宿

の
受
入
れ
や
、競
技
大
会
を
含
む
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
関
し
て
は
、積
極
的

に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

スポーツ施設が充実した与原公園拡大整備

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 
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ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

　
早
急
な
支
援
体
制
を

町政へここが聞きたい！

一
般

質

問

９
月
定
例
会

新 垣 真一
しん　 がき    しん   いち

 議員

質
問　

高
齢
者
、独
居
世
帯
の
救
急
搬

送
時
に
医
療
情
報
不
足
の
課
題
が
あ
る

と
思
う
が
、本
町
の
対
応
は
。

具
志
堅
福
祉
課
長　

沖
縄
県
医
師
会

が
発
行
し
て
い
る「
ぬ
ち
し
る
べ
」を
活

用
し
て
、家
族
や
関
係
者
と
救
急
時
の

情
報
連
携
を
し
、そ
れ
を
救
急
隊
に
伝

え
る
の
が
一
番
だ
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
導
入

を
こ
れ
ま
で
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
の

か
。

具
志
堅
福
祉
課
長　

平
成
15
年
頃
に

運
用
し
、平
成
29
年
頃
に
ペ
ン
ダ
ン
ト

型
を
配
布
し
た
実
績
が
あ
る
。医
療
情

質問
答弁

マ
イ
ナ
救
急
と
併
せ
て
キ
ッ
ト
の
導
入
を
検
討
す
る ―
 

福
祉
課
長

高
齢
者
緊
急
搬
送
時
の
医
療
情
報
不
足
対
応
は

報
の
更
新
が
さ
れ

て
な
い
と
い
う
課

題
が
あ
り
現
在
、配

布
を
行
っ
て
な
い
。

質
問　

来
月
か
ら

マ
イ
ナ
救
急
が
実

施
さ
れ
る
が
、マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
持
っ
て
な
い
高
齢

者
や
障
が
い
者
の

方
々
へ
の
支
援
と
し

て
、再
度
救
急
医
療

情
報
キ
ッ
ト
導
入

に
向
け
て
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

具
志
堅
福
祉
課
長

　

マ
イ
ナ
救
急
と

併
せ
て
キ
ッ
ト
の
中
身
も
重
要
な
の
で
、

し
っ
か
り
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
体
制

は
で
き
て
い
る
の
か
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　

体
制
づ
く

り
は
現
在
行
っ
て
な
い
が
、５
者
会
議

及
び
学
校
か
ら
上
が
っ
て
き
た
も
の
や
、

児
童
自
立
支
援
員
、児
童
相
談
員
が
関

わ
る
事
案
で
、緊
急
性
が
あ
る
場
合
に

つ
い
て
は
対
応
し
て
い
る
。

質
問　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
を
把

握
で
き
て
い
る
の
か
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　

実
態
に
つ
い

て
は
把
握
で
き
て
な
い
。

質
問　

調
査
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
予

定
は
あ
る
か
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　

専
門
職
を
配

置
し
た
の
で
、関
係
機
関
と
協
議
、調
整

の
上
、早
め
に
実
態
調
査
を
行
い
た
い
。

質
問　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
本
人
が
安
心

し
て
相
談
で
き
る
窓
口
は
あ
る
か
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　　

家
庭
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
登
録
し
、夜
間
で
も

対
応
可
能
な
相
談
窓
口
を
委
託
で
設

置
し
て
い
る
。周
知
が
十
分
で
は
な
い
と

感
じ
て
い
る
の
で
、積
極
的
に
情
報
を

発
信
し
て
い
く
。

質
問　

具
体
的
な
支
援
体
制
や
、実
態

把
握
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
で
き
て
な
い

が
、い
つ
頃
ま
で
に
仕
上
げ
て
い
く
の
か
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　

ア
ン
ケ
ー
ト

で
把
握
で
き
次
第
、対
応
が
必
要
な
児

童
生
徒
や
家
庭
も
含
め
て
、体
制
づ
く

り
の
前
に
個
別
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

活用のイメージ（救急医療情報キット）
 緊急時、救急隊員等が、迅速かつ適切な救急活動が

できるように情報活用します。
119番通報1 到着・救急活動2

確認（救急キットを必要と判断した場合）3 搬送4

キットがあることを
示すステッカー
キットがあることを
示すステッカー

緊急隊による迅速な救急活動緊急隊による迅速な救急活動

キットから救急情報シート等
を確認
キットから救急情報シート等
を確認

搬送

情報

かかりつけ医

救急車を
お願いします

大丈夫
ですか!?

マ
イ
ナ
救
急
と
は…

 

救
急
隊
が
救
急
現
場
で
、健

康
保
険
証
と
し
て
の
利
用
登
録
を
済
ま
せ
た
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド（
マ
イ
ナ
保
険
証
）を
活
用
し
、傷
病
者

の
病
歴
や
服
用
し
て
い
る
薬
な
ど
の
医
療
情
報
を

迅
速
に
把
握
し
、よ
り
適
切
な
救
急
活
動
や
医
療

機
関
へ
の
搬
送
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
。

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 
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自
衛
隊
の
過
去
と
現
在
の

認
識
と
、本
町
の
各
種
行
事

に「
組
織
」参
画
す
る
問
題

①
歴
代
内
閣
の
公
式
見
解
は
、専
守
防

　

衛
を
本
旨
と
し
集
団
的
自
衛
権
の
行

　

使
は
で
き
な
い
。

②
２
０
１
５
年
の
安
保
関
連
法
案
で

　

集
団
的
自
衛
権
行
使
が
強
行
採
択

　

さ
れ
た
。

③
２
０
２
２
年
閣
議
決
定
で
敵
基
地

　

攻
撃
能
力
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

④
そ
の
た
め
防
衛
費
が
２
０
２
７
年
度

　

ま
で
に
二
倍
に
な
る
。

⑤
そ
の
流
れ
で
南
西
諸
島
を
含
む
基
地

　

強
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

⑥
町
内
に
お
い
て
は
自
衛
隊
員
や
家
族

　

等
が
生
活
し
、「
個
人
」と
し
て
住
民

　

同
士
が
様
々
つ
な
が
り
合
う
の
は
良

　

い
環
境
で
あ
る
。

照
屋
町
長　

①
は
そ
の
通
り
、②
〜
⑤

に
関
し
て
は
国
の
専
権
事
項
で
あ
る

が
、町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
の
は
地

方
自
治
を
担
う
者
と
し
て
当
然
の
責
務

で
あ
る
。軍
備
か
外
交
か
の
二
者
択
一
で

は
な
く
両
方
大
事
と
思
い
つ
つ
、軍
備

を
よ
り
強
化
と
い
う
立
場
で
も
な
い
。

地
方
自
治
体
や
民
間
レ
ベ
ル
で
の
外
交

納
得
で
き
な
い
。本
町
の
子
ど
も
国
保

税
に
つ
い
て
、収
入
が
な
い
か
ら
課
税
し

な
い
の
は
説
得
力
が
あ
り
、全
国
的
に

は
そ
の
よ
う
な
自
治
体
も
あ
る
。額
面

７
１
５
万
円
を
独
自
に
補
助
し
て
他
保

険
と
同
様
の
ゼ
ロ
と
す
る
の
は
可
能
で

あ
り
、町
長
の
決
断
を
求
め
る
。

照
屋
町
長　

子
ど
も
か
ら
も
徴
収
し

て
い
る
の
は「
応
益
負
担
」の
考
え
方
に

基
づ
く
。要
求
は
理
解
し
検
討
課
題
の

一
つ
に
上
げ
る
が
、今
後
の
国
保
財
政

を
考
え
た
と
き
に
な
か
な
か
難
し
い
。

質
問　

自
衛
隊
が「
組
織
」と
し
て
町

内
展
開
し
て
い
る
が
、こ
の
問
題
を
論

ず
る
前
に
、自
衛
隊
の
過
去
と
現
在
に

つ
い
て
お
互
い
に
何
が
共
通
認
識
で
き

て
、何
が
で
き
な
い
か
を
大
筋
で
認
め

合
う
こ
と
は
大
事
で
あ
る
。ま
ず
町
長

に
以
下
を
問
う
。

質
問　

18
歳
迄
の
加
入
状
況
を
問
う
。

照
屋
健
康
保
険
課
長　

加
入
者
６
１

０
人
、そ
の
国
保
税
総
額
は
７
１
５
万

円
、ま
た
、他
の
健
康
保
険
は
子
ど
も
か

ら
徴
収
し
て
い
な
い
。世
帯
状
況
で
は

低
所
得
層
が
多
い
の
に
、保
険
税
は
同

条
件
例
で
他
の
健
康
保
険
よ
り
１
・
86

倍
高
い
。

質
問　

こ
の
４
月
に
国
保
税
を
値
上
げ

し
た
ば
か
り
で
あ
り
、今
後
の
値
上
げ

と
一
般
財
政
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
な
く

す
と
い
う
方
針
を
ス
ト
ッ
プ
し
て
、考
え

直
す
よ
う
本
員
が
求
め
た
こ
と
に
対

し
、町
長
は
継
続
の
方
向
と
し
た
の
は

質問
答弁

検
討
す
る
が
国
保
財
政
現
状
と「
応
益
負
担
」の
考
え
方
か
ら
し
て
厳
し
い ―

 

町
長

無
収
入
の
子
ど
も
は「
国
保
税
ゼ
ロ
」の
決
断
を
！

答弁

一
般

質

問

９
月
定
例
会

宮 里 武 志
みや　 ざと　たけ　　し

 議員

努
力
な
ど
を
進
め
て
、一
触
即
発
、台
湾

有
事
の
よ
う
な
も
の
は
招
く
べ
き
で
は

な
い
。次

年
度
学
校
給
食
無
償
化
の
決
断
を

10
月
の
水
道
料
金
値
上
げ
実
施
に
向

け
軽
減
措
置
の
考
え
は
な
い
か

最
低
賃
金
の
12
月
引
き
上
げ
に
伴

い
、小
規
模
・
個
人
業
者
、中
小
業
者

へ
の
緊
急
支
援
等
の
予
定
は
な
い
か

そ
の
他
の
質
問

町内発行の「広報よなばる」に自衛官募集案
内が何度か掲載されている。
また、今年の「与那原大綱曳まつり」の綱づ
くり会場に自衛官募集の紙がおかれてい
た。町の行事・企画に自衛隊の「組織」の関わ
りを町は受け入れ、または容認している形に
なるのは問題である。

自衛隊「組織」展開問題

広報誌に掲載された
自衛官募集

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 
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ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入
を

質
問　

沖
縄
県
が
９
月
よ
り
県
立
学

校
に
お
い
て
制
度
を
導
入
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、本
町
の
小
・
中
学
校
に
お
い
て

も
試
験
的
導
入
が
で
き
な
い
か
。

山
城
学
校
教
育
課
長　

前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

提
言　

制
度
の
中
身
に
つ
い
て
は
、基

本
的
部
分
は
あ
る
が
、各
市
町
村
で
決

め
ら
れ
る
の
で
、本
町
独
自
の
制
度
で
、

県
外
で
の
校
外
学
習
だ
け
で
は
な
く
、

県
内
で
の
校
外
学
習
も
対
象
に
す
る

と
、利
用
し
や
す
い
家
庭
が
増
え
る
と

思
う
。

観
光
協
会
は
厳
し
い
の
で
は
な
い
か
と

判
断
し
て
い
る
。

質
問　

令
和
７
年
３
月
に
、２
０
２
８

年
ま
で
を
目
標
に「
与
那
原
観
光
ビ

ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
て
い
る
が
、Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
と
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
中
心
と

し
た
観
光
部
分
が
多
い
。Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
が

い
つ
建
設
さ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
状
況

で
、そ
れ
を
軸
に
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

は
、す
で
に
半
分
以
上
計
画
が
崩
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

桑
江
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

本
町
の
最

上
位
計
画
で
も
あ
る「
第
５
次
与
那
原

町
総
合
計
画
」に
お
い
て
も
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

は
重
要
施
策
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
重

要
な
柱
と
位
置
づ
け
、地
域
経
済
に
も

た
ら
す
効
果
が
高
い
と
考
え
て
い
る
た

め
、こ
の
２
つ
を
主
と
し
て
観
光
を
進
め

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

質
問　

本
町
が
現
在
、観
光
事
業
関
係

に
投
じ
て
い
る
予
算
、人
員
は
。

桑
江
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

観
光
商
工

班
５
名
で
、予
算
は
令
和
７
年
ベ
ー
ス

で
、観
光
事
務
運
営
費
は
６
９
４
万

円
、一
括
交
付
金
の
魅
力
発
信
事
業
に

お
い
て
は
３
８
７
０
万
円
を
投
じ
観
光

振
興
に
努
め
て
い
る
。

質
問　

本
島
内
で
観
光
協
会
の
無
い
市

町
村
は
本
町
だ
け
。令
和
４
年
６
月
に

も
他
の
議
員
か
ら
観
光
協
会
設
立
の
質

問
が
あ
っ
た
が
、３
年
経
過
し
た
現
在

の
進
捗
状
況
は
。

桑
江
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

単
独
で
の

町政へここが聞きたい！

質問
答弁

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
や
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
主
に
観
光
を
進
め
て
い
く ―

 

ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
課
長

観
光
事
業
を
ど
う
考
え
て
い
る
か

一
般

質

問

９
月
定
例
会

松 長 康 二
まつ　 なが　 こう　 じ

 議員

八
重
瀬
、与
那
原
広
域
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
建
設
に
お
い
て
、以
前
に
防
災

機
能
も
含
め
た
建
設
の
提
言
を
し
た

が
、協
議
会
を
含
め
、ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

そ
の
他
の
質
問

主
な
特
徴

■「
ラ
ー
ニ
ン
グ
」と

　
　「
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」の
組
み
合
わ
せ

　
・
学
校
外
で
の「
学
び
」と「
休
暇
」を
か

　
　
け
合
わ
せ
た
造
語
。

■
平
日
の
学
校
外
で
の
活
動

　
・
平
日
に
家
族
な
ど
と
一
緒
に
行
う
体

　
　
験
的
な
活
動
を
推
奨
。

■
欠
席
扱
い
に
な
ら
な
い

　
・
平
日
に
学
校
を
休
ん
で
も
、欠
席
と

　
　
は
み
な
さ
れ
な
い
。

■
学
習
意
欲
の
向
上

　
・
博
物
館
、美
術
館
、自
然
体
験
、文
化
財

　
　
見
学
な
ど
、多
様
な
体
験
を
通
し
て
学

　
　
び
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

■
主
体
性
の
育
成

　
・
子
ど
も
自
身
が
計
画
を
立
て
て
実
行

　
　
す
る
こ
と
で
、主
体
性
や
探
究
心
を

　
　
育
む
こ
と
が
で
き
る
。

■
期
待
さ
れ
る
効
果

　
・
保
護
者
の
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス

　
　
の
改
善
。

　
・
地
域
経
済
の
活
性
化
。

　
・
多
様
な
学
び
の
機
会
の
提
供
。

■
課
題

　
・
家
庭
間
の
経
済
的・職
業
的
格
差
。

　
・
私
立
学
校
で
の
利
用
の
可
否
。

　
・
休
ん
だ
こ
と
に
よ
る
学
習
の
遅
れ
と
、

　
　
そ
の
補
填
。

　
・
教
員
の
負
担
増
加
。

期
待
さ
れ
る
効
果
と
課
題

LEARCATION&VACATION

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は

観光地が活性化

子どもの
豊かな経験や学びの機会

保護者の
休み方改革の推進

◀「
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
日
」導
入
の
メ
リ
ッ
ト

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は「
ラ
ー
ニ
ン
グ（learning

:

学
習
）」と「
バ
ケ
ー

シ
ョ
ン（vacation

:

休
暇
）」を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
。ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
日
と
は
、事
前
に
学
ぶ
日
程
・
場
所
・
内
容
な
ど
の
届
出
を
す
れ

ば
平
日
に
学
校
を
休
め
る
制
度

一
方
、ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
日
の
導
入
に
は
課
題
も
。「
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

の
取
得
だ
け
で
な
く
、「
ラ
ー
ニ
ン
グ
」を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
。

有給休暇
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第
11
回 

議
会
報
告
会
＆
意
見
交
換
会

 議会報告会＆意見交換会開催 議会報告会＆意見交換会開催第11回
9月19日（金）の19時から上の森かなちホールにて「議会報告会＆意見交換会」を開催しました。
町内外から総勢40名程が参加し、与那原町の現状や今後のあり方について議論しました。

議案審議への質問と回答
Q.マイナンバーが出来ることによって、健康
保険の被保険者証が原則廃止されるとある
が、原則以外の例外はあるのか。

A.マイナンバーを持っていない方々が事前申請するこ
とにより、保険証の代わりとなるものが発行される。

Q.保育士1人の配置基準を「20人」から「15
人」、「30人」から「25人」へ緩和することに
よって、どのような効果があるのか。

A.保育士の負担軽減だけでなく、より質の高い保育
と安心安全な環境に繋がる。

Q.町民からすれば役場でも議会でも一緒で
ある。ここに参加している人は貴重な時間を
作って来ており、行政側から提出された議案

については、議会からではなく、行政側から説明させ
た方が分かりやすいのでは。

A.議会報告会は条例に基づいて年に1回、町民に
対して議員の活動報告を行っている。行政側に対し
ては、各公民館において開催される行政懇談会に
て、町民が町長、副町長、課長クラスと直接意見交換
できる場が設けられているが、行政側には今回の要望
も伝えていきたい。

Q.八重瀬町・与那原町学校給食センター協
議会設置に対して、議会はどのように関わっ
たのか、行政側から提案されている事業概要

や今後のスケジュールはどうなっているか。

A.整備場所は八重瀬町に決定し、今後、整備を進
めるにあたり両町による協議会を設置するための規
約を定めるため、議案を審議した。整備方法は民間資
金を活用したＰＦＩ方式で、令和11年度4月供用開始
に向けて進めている。

Q.与那原町民平和の日を定める条例の一
部改正について、省令の詳細を説明してほ
しい。

A.第二次世界大戦における国内での地上戦に関す
る政府見解は、地上戦は沖縄だけでなく、各地で行わ
れているということを踏まえ、「国内で唯一の地上戦」
から「多くの住民を巻き込む地上戦」へ条例改正し
た。

Q.下水道事業の現状で、使用料収入の不
足とは徴収率が低いという意味か。

A.ミネラルウォーター等を購入する人が増え、
約30年前に比べて各家庭での水道利用率が下がっ
ていることにより、収益が悪化している。徴収率が低く
て、収入が不足していることではない。
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議員提出
議案への

質問と回
答

第
11
回 

議
会
報
告
会
＆
意
見
交
換
会

与那原の将来について語る与那原の将来について語る町内外から

40名が参加

陳情審議への質問及び回答

意見交換会の質問と回答
Q.大見武区の利水について南風原町と調
整をやってもらえないか。

A.池田ダムから水を引けないか行政にも確
認を取っているところで回答はこれからだが、いい方
向にもっていきたいと考えている。

Q.ここに参加している議員は全員か。大切な
ことなので欠席があれば報告すべき。

A.本日１名所用で欠席している。来る可能性
があったため報告が遅れた。

Q.令和7年度理科教育設備整備費等補助予
算計上についての陳情では、理科実験補助
支援員補助予算の活用は小学校のみとなって

いるが、中学校では既に予算計上されているのか。

A.団体からの陳情文書には中学校が明記されてい
ないため、今後、中学校も含めるように提案を行う。

Q.議員提案議案とは何か。また年に何件あるのか。
A.議会全体で出すものと議員が個人で出すものとがある。件数
は状況で変わるため0件の年もあり一概に何件とは言えない。

Q.物価上昇に見合う公的年金の引き上げ
を求める陳情では、支給額の改善を行うこと
となっていたが、どのような方法で行っている
のか。

A.あくまでも物価上昇に見合う公的年金の支給とい
うことである。

Q.24～25年前に調査が済んだのに下水の
整備が進んでいない地域がある。議会で動
いて進めてほしい。また、資源ごみを財源化

して商品券に変えるなどできないか。障がい者を守る
意味で資源ごみの取り合いが起きないような仕組み
にできないか。

A.下水の整備については大見武区や当添区などで
遅れがあるが、予算上の問題もありなかなか進まない
が都度要請はあげている。大見武の2班は令和8年施
工と聞いている。資源ごみは取り合いにならにように町
内業者に絞って契約するよう行政に要請している。
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意見交換会の質問と回答

Q.若い方の参加が少ないので、啓発活動が
必要だと思うが。

A.YouTube配信を始めるなど取り組んでい
る。また、それぞれの議員の報告活動等の中で、若者
含めた多くの方に議会活動を知っていただくことを心
がけていきたい。

Q.高齢者にお米券を配る事業があるとの話
を聞いたが議会はどのように関わっていくの
か。予算規模はどうなっているか。

A.非課税世帯から更に対象を広げる内容で、今議
会にて全会一致で可決をした。関り方については其々
の議員で考えも変わってくるため全体の話としての説
明は難しい。予算規模は998万8千円となっている。

Q.与那原小学校の老朽化が進んでおり、建
て替えが急がれるがどのような状況か。また、
建て替え中に使用する仮設のプレハブ校舎

を公園など安全な場所に設置すれば地震津波など
の避難上も有効だと思うが。

A.学校建設は昨年の一般質問への回答によると
2029年が目標と聞いている。仮設プレハブ校舎の場
所は、建て替えについての検討の場等で確認をして
いきたい。

Q.メーヌカー線の完成予定と予算規模につ
いて聞きたい。

A.９億６千万の予算に対し現在６億３千万で
60％ほどが終わっており、令和10年度終了と聞いて
いる。

第
11
回 

議
会
報
告
会
＆
意
見
交
換
会

参加者アンケート集計結果
（参加者40名、アンケート回答者28名）回答率70％

①年２回議会報告会の開催を要望する。
　新年度予算成立後及び前年度決算承認後に実施し
　ては。
②障がい者を尊重し、雇用の機会を設けてほしい。
③町でやってほしい事業を要望したら予算がないという
　回答が多い、町も議員も最初からできないと思わずど
　うやったら可能か行政と一緒に考えてほしい。町ででき
　ないのであれば県又は国に話を持っていく位の気持ち
　で活動してほしい。
④若い人が参加するためにもっと工夫が必要だと思う。
　高齢者の意見が取り上げられ、若者の意見は吸い上
　げられていないと思う。

⑤与那原町観光交流施設に滞在型ホテルを作ってもらいた
　い。空手、踊り、歌及び三線、料理などの活動の場として。
⑥農業資材の補助金の拡大を。
⑦区費の準強制化（各行政区とも町からの補助金がな
　いと運営できない状態）
⑧大綱曳の予算アップ、トイレの増設及び実行委員の日
　当が安すぎる。
⑨放送機器の故障が頻繁にあり保修の予算化を。
⑩給食費の無償化、議員の給与アップ。
⑪小中学校の不登校の現状の把握。
⑫子ども食堂の実態調査（献立、カロリー等）

意見及び要望

■ 性別 ■ 年齢

■ 知ったきっかけ ■ 参加しやすい開催日時はいつですか

■ 居住区

男性
16名

10～40代
５名

当添
３名

ライン
11名

デジタル看板3名

区内放送
８名

広報誌2名

その他
（町㏋及び議員呼びかけ）

7名

板良敷３名

平日の昼2名

平日の夜
20名

休日の昼
6名

休日の夜2名

港１名

森下２名

江口２名

上与那原２名
県営団地1名大見武1名

浜田
３名

与原
３名

新島１名

中島２名
東浜
４名

50代
６名

60代
４名

７０代
13名

女性
11名

無回答１名

※重複回答あり
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与
那
原
町
民
の
皆
様
、与
那
原
大
綱

曳
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。与
那
原
の
綱

は
各
区
が
一
本
の
藁
か
ら
数
本
の
綱
を

作
り
、こ
れ
を
集
め
最
終
的
に
本
綱
を
一

日
で
朝
早
く
か
ら
夜
中
ま
で
百
人
以
上

の
町
民
が
参
加（
知
念
高
校
生
も
含
む
）

し
芸
術
的
な
大
綱
が
仕
上
げ
ら
れ
ま

す
。途
中
、本
綱
を
作
る
実
行
班
と
支
度

班
が
葛
藤
す
る
場
面
も
あ
り
、こ
れ
も

大
綱
曳
に
懸
け
る
強
い
思
い
か
ら
生
じ

た
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

大
綱
曳
当
日
、全
島
角
力
大
会
も
実

施
さ
れ
ま
し
た
。角
力
は
体
重
制
で
軽

量
級
75
㎏
以
下
と
無
差
別
級
が
あ
り
、

私
は
軽
量
級
で
の
参
加
を
決
め
、今
あ

る
体
重
87
㎏
を
三
カ
月
か
け
て
減
量
し

ま
し
た
。当
日
、手
違
い
に
よ
り
急
遽
無

差
別
級
に
出
場
し
ま
し
た
が
、対
戦
相

手
は
、１
０
５
㎏
。結
果
は
、見
事
と
っ

て
投
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

与
那
原
町
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
も

体
力
に
自
信
及
び
興
味
あ
る
方
は
、是

非
参
加
し
て
下
さ
い
ね
。練
習
す
る
こ

と
で
健
康
寿
命
も
保
た
れ
ま
す
。

議会広報常任委員会
委員 知念 正成

上与那原出身の奥原崇陽です。与那原小学校、与那

原中学校から兵庫県のAIE国際高等学校に進学し

ました。サッカー経歴は与那原町のWウイング沖

縄FCです。

簡単に自己紹介をお願いします。Q

自分の夢を信じて、誰よりも練習をしてきました。

家族の支えがあって努力する事が出来ました。

それをどうやって乗り越えましたか？Q

子供の頃からの夢であるプロサッカー選手になれ

た事が嬉しかったです。

栃木シティからのオファーを受けたときの気持
ちは？

Q

自分のセーブでチームを勝利に導ける選手になり

たいです。

チームでどんな活躍をしたいですか？Q

まずはレギュラーを勝ち取り、目標は日本代表選

手、海外でもプレーをしたいです。

将来の目標や夢（Jリーグ、代表、海外挑戦など）
があれば教えてください。

Q

友達と与那原大綱曳まつりに行ったことや、サッ

カーをいつでも出来る環境にあるWウイングが近

くにあった事です。

地元での思い出や、与那原町で育ってよかった
と感じることは？

Q

自分の夢を信じて、支えてくれる家族や友達へ感謝

の気持ちを忘れずに楽しんでプレーしましょう。

今の子どもたちや、サッカーを頑張っている後
輩たちに伝えたいメッセージは？

Q

僕を育ててくれた与那原町の皆さん、そして素晴らしい

環境に感謝の気持ちを忘れず、これからも精一杯に頑張

りますので応援宜しくお願い致します。

与那原町のみなさんへ一言お願いします！Q

幼稚園のサッカー大会でサッカーの楽しさを知っ

たのがきっかけです。

サッカーを始めたきっかけは何ですか？Q

僕は早生まれで身体も身長も小さく、試合に出れ

ない時期もあり悔しい思いをしてきた事です。

サッカーを続けてきて、一番大変だったことや
壁はなんですか？

Q

ヒーロー・ヒロインインタビュー 奥原 崇陽 選手（上与那原出身）

議会日程は議会ホームページ 
http://www.town.yonabaru.okinawa.jp/gikai/
または「議会事務局 ☎945-5775」へお問い合わせください

You Tubeでも傍聴できるよ〜!

一般質問▶10日（水）・11日（木）・12日（金）
8日（月）～12日（金）12月の定例議会は…

2026シーズンより栃木シティ加入内定
（ポジション：ゴールキーパー　身長：184cm）

定例会は６月、９月、12月、３月に開会しています 10時から

おくはら そう  や

アンケートに
ご協力お願いします
「よなばる議会だより」に関する
ご意見・ご感想などがありました
らお聞かせください。

ア
ン
ケ
ー
ト
は

こ
ち
ら
か
ら

町民の皆さんまずは足を運びましょう!

予
定

す
も
う

委
員
メ

セ
ー
ジ

ッ
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ヒーロー・ヒロインインタビュー

奥原崇陽 選手（2026シーズンより栃木シティ加入内定） 

発
行
／
与
那
原
町
議
会

編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会
　
☎
098-945-5775

〒
901-1392　

沖
縄
県
島
尻
郡
与
那
原
町
字
上
与
那
原
16番

地
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.tow
n.yonabaru.okinaw

a.jp/gikai/
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令和７年  第３回 定例会（９月議会）議決結果
常任委員による質疑・討論
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